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昭和58年 �秋田高校卒。同年、早稲田大学入学
昭和62年 株式会社プリンスホテル入社
平成2年〜 �近鉄、巨人、千葉ロッテ、横浜各選手
平成15年 日本テレビプロ野球解説者
平成16年 西武ライオンズ2軍監督
平成22年7月 �参議院選挙秋田県選挙区より初当選

（現在2期目）

参議院議員・党副幹事長参議院議員・党副幹事長

石井ひろおさんの活動は
HPやSNSで発信中

石井ひろお事務所石井ひろお事務所
■秋田事務所
〒010−0975
秋田市八橋下八橋191−32
ＴＥＬ：018−８８３−1７11
ＦＡＸ：018−883−17３3

　自民党は責任政党として国民の命と暮らしを守り抜きます。　自民党は責任政党として国民の命と暮らしを守り抜きます。
　本号外はその最前線で活躍する石井ひろお参議院議員を特集します。　本号外はその最前線で活躍する石井ひろお参議院議員を特集します。

　日頃より私の政治活動に対し、ご
支援を賜り、心より御礼申し上げま
す。

　「国の舵取りを担い、わが秋田県はもとより地方全体を
未来へ導けるのは、自民党だけだ」という強い想いをもっ
て、当時は野党であった自民党から、平成２２年の参議院議
員選挙に出馬いたしました。あれから２期12年、皆さまの
信託を受けて自民党の参議院議員として日々国政の場で奔
走してまいりましたが、その想いは、ますます強くなるば
かりです。
　国政の場で活動してつくづく感じることは、国政は、個
人戦ではなく団体戦であるということです。政党ごとに政
策を磨き合い、選挙に臨み、有権者の皆さまの信頼を勝ち
取った政党が、掲げた政策を実行していく。議員一人一人
の個人の力を結集し、党としての大きな力、強い絆によっ
て、国を運営し、約1.2億人の国民の皆さまのために働く
ことができるのです。

　政治でなにより重要なことは、大きな理想を掲げるだけ
ではなく、国民に約束をした政策を実行し、しっかりと結
果を出すことです。われわれ自民党所属の議員は、政策を
実行するという、重い責任を背負って活動しています。
　また地方においても、政治の連携が重要です。わが秋田
県は、国と県とそれぞれの市町村が、同じ方向を向きなが
ら連携できている数少ない都道府県の一つです。これは大
きな力であり、強みです。この強みを最大限に生かしなが
ら秋田県の未来を創造していかなければなりません。
　われわれ自民党は、国民政党として皆さまの負託にしっ
かりと応えられるようこれからも努めてまいります。
　私自身も政権与党の一員として、県や市町村と強固な連
携を図りながら「秋田県の発展」「日本の明るい未来」の
構築のために全身全霊を傾ける覚悟です。
　今後ともなお一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願
い申し上げます。

秋田に活力！秋田に活力！

プロフィール
石井ひろおさん
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決意

HP Facebook Twitter Instagram

■ 自由民主党
・副幹事長
・参議院自由民主党 筆頭副幹事長
・雇用問題調査会 幹事
・スポーツ立国調査会 事務局次長
・青少年健全育成推進調査会 幹事
・文化立国調査会 幹事
■ 参議院
・�議院運営委員会庶務関係小委員会 小委員長
・総務委員会 委員
・�北朝鮮による拉致問題等に関する特別委員会 委員

■国会事務所
〒100−8962
東京都千代田区永田町2−1−1参議院会館
713号室
ＴＥＬ：03−6550−0713　
ＦＡＸ：03−6551−0713

石井ひろおさんから
の動画メッセージは、 
こちらから

令和４年（2022年）４月２９日（金曜日）
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（令和 4年 4月 15日現在）

岸田文雄総理と 議院運営委員会にて質疑

農業は、国の礎です。生産事業の後押しや輸出促進、ロボット、
AI、IoTを活用したスマート農林水産業、担い手の育成・確保や
農地の集積・集約化を進め、多様な農産物の需要に応え、農業・
農村の所得の安定と増大を目指します。また、世界情勢の変化に
伴う生産資材の価格高騰への支援の拡充を推進します。

農 � �林水産業を成長産業に
会
社

地 � �方経済の元気を取り戻す

これからの社会を担う人材の豊かな人間性を育むため、道徳教育
やICTの利活用による人材育成の取り組みを積極的に推進します。
また、スポーツの大きな力を生かして、地域を活性化させ、スポ
ーツの成長産業化を促進し、日本経済と国民の健康を飛躍させる
政策を推進します。

未  来への投資「教育」の充実�  
スポーツを通じた健康で豊かな地域社会

感染症ワクチンや治療薬の開発、医療提供体制の拡充などの危機
管理対策。医療・介護における低所得者対策、低年金者対策の充
実。不妊治療の保険適用、子育て世代の負担軽減など、全世代の
方々が安心して暮らせる社会を目指します。また、大規模な自然
災害から命と暮らしを守る、防災・減災対策のための国土強靱化
を推進します。

命 � �と暮らしを守る

新型コロナやウクライナ情勢等による原油や原材料価格の高騰対
策、中小企業や小規模事業者の元気を取り戻すため、資金繰り支
援の強化、事業再構築の環境整備、事業承継の円滑化、働き方改
革や生産性向上の取り組みを推進します。
また、新たなる地域振興・雇用創出を見据え、洋上風力発電の積
極的な導入を後押しします。

農林水産業従事者、中小企業・小規模事業者への支援、全世代型社会保障への転換、国土強靱化、女性の経済的自
立の支援などで、一極集中する首都圏から人の流れを作り、少子化や人口減少といった構造的問題を解決します。
また、国際社会の中で国益を守っていけるような外交政策や憲法改正を目指していきます。

少年野球教室にて指導 秋田県内にて辻立ち
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令和４年（2022年）４月２９日（金曜日）


